
議   事   録 
 

会 議 名 称 令和３年度 第２回 固定資産評価審査委員会 

日時及び場所 令和4年3月24日(木) 13:50 ～ 14:40 

出 席 者 
固定資産評価審査委員会：委員３名（委員長、委員２名）事務局１名 

税務課長 評価補助員１名（税務課員） 

内  容 定例会（後期） 

 

１．開会 

２．あいさつ 

【委 員 長】  今年度もコロナ禍が収束しない状況が続き、研修会に参加できず、今回を含め２回の定

例会のみの活動に限られました。限られた機会ではありましたが、本日は充実した内容と

なりますよう評価状況等の説明をお願いします。 

【税務課長】  令和３年度は評価替え年度でありました。令和３年度の土地・家屋・償却資産の状況及

び令和４年度の見込について説明させていただきます。 

 

３．議事 

 

(１)令和３年度固定資産税の申し出等による修正状況について 

【評価補助員】 ・３期分、４期分の課税修正について説明 

 

 (２)令和３年度、４年度固定資産評価状況（見込）について 

【評価補助員】 ・土地について説明 

（令和４年度については評価替え年度ではないため概ね３年度と変わらない。 

農業委員会による非農地調査、国土調査の成果が異動の主な要因となる。） 

・家屋について説明 

（令和３年中の新築物件数は昨年に引き続き高い数値であった。地区別の内数等説明。） 

        ・償却資産について説明 

        （総務大臣配分については通知前のため、同値として見込むと課標対比115.04％となる

見込。理由としては主には電池製造業の資産取得が要因。） 

 

 (３)その他 

【評価補助員】 ・令和４年度地籍調査事業実施区域について説明  

・土砂災害特別警戒区域における補正について、令和３年度課税分から適用したこと、補

正の概要について説明。    

 

４．その他 

【事 務 局】  令和４年度の研修会への参加ですが、令和４年８月１８日に京都市内で開催予定の固定

資産評価審査委員会運営研修会を予定しており、予算措置もいたしました。ただし、コロ

ナ禍の影響を勘案して、時期が近づきましたら、参加するか否か伺います。 

 

【委 員 長】  研修参加については、また検討するということで良いですが、県内市町村の委員会の活

動や審査申出の実績等わかればありがたいです。また、研修に参加できないとしても、資

料請求等をしていただければと思います。 

 

【事 務 局】  承知しました。 

 

５．閉会 

 

 


